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1 まえがき  

 森林は日本の国土の7割を占めており貴重な

資源のひとつである。近年では、森林の持つ多

面的機能の活用が注目されており、中でも炭素

固定機能は地球温暖化の緩和に有効な役割を

果たすとして期待されている。森林の持つ機能

を持続可能的に発揮させるためには適切な森

林管理が求められ、単木あたりの情報を管理す

る必要がある1)。一方で、森林の広大な範囲故

にその調査には多大な労力と時間が必要とな

る。そこで、迅速かつ効率的に広域を観測可能

であるリモートセンシング技術の利用が期待

されている。中でも森林分野においては航空機

レーザー計測により取得するLight Detection 

And Rangingデータ(LiDARデータ)を用いた

調査が普及されており、近年ではLiDARデー

タを用いた樹高、樹冠の推定などの単木あたり

の因子推定2)や立木本数、林分材積などの林分

因子の推定3)といった研究が進められている。 

 本研究では現在，森林分野において普及され

ているLiDARデータを用いて炭素固定量およ

び材積量を把握するための手法を確立するこ

とを目的とし，その準備段階として森林管理に

おけるもっとも基本的な情報である木本数お

よび単木あたりの樹高を推定し，信州大学が毎

木調査によって取得したデータと比較するこ

とにより精度検証を行った。 

 

2 使用データ 
本研究における研究対象地として山梨県富

士吉田市の国立環境研究所富士北麓フラック

ス観測サイトとした。当該地域の林分は樹齢約

45～50年のカラマツ人工林であり、北緯35度

26分36.7秒，東経138度45分53秒，標高1,050

～1,150mに位置している。斜度が3～4度な平

坦な地形を有している。使用したLiDARデー

の詳細を表1に，航空写真の詳細を表2に示す。

LIDARデータはカラマツの葉が開葉する前の

2006年5月3日，航空写真は着葉期の2006年10

月9日に撮影されたものを用いた。 

 

3 解析方法 

対象地内に 200m×200m の調査範囲を設

定し，目視判読による単木抽出を行った。し

かし LiDAR データのみで樹木の判別が困難

であるため、その補助として航空写真データ

を使用した。目視判読によって得た判読結果

を信州大学が現地毎木調査によって得た計測

データ(調査時期：2005 年 1 月)と比較するこ

とで精度検証を行った。方法としては調査範

囲である 200m×200mの範囲に 20mごとに

境界線を引き、100 個の領域に分割した。各

領域における抽出本数と樹高を基に散布図お

よびヒストグラムを作成することで目視判読

による単木抽出の精度検証を行った。 

 

 

 

 

計測年月日 2006年5月3日 

システム ALS50 

（Leica Geosystems, スイス） 

対地高度 1524m 

パルスレート 54000Hz 

スキャンレート 31.5Hz 

スキャン角度 30° 

計測年月日 2006年10月9日 

システム UCD 

（Vexcel, オーストラリア） 

対地高度 1222m 

地上分解能 約35㎝(マルチスペクトル) 

有効画素数 11500×7500(マルチスペクトル) 

図 1：デジタル航空写真 表 1：LIDARデータ詳細 

表 2：航空写真データ詳細 
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4 結果と考察 

 研究サイトにおけるカラマツ林の目視判読

による単木抽出結果について図 1 に示す。目

視判読による総抽出本数は1578点であった。

これに対し信州大学の現地調査を行った結果

は 1702 点であり、124 本の差が生じた。 

目視判読における抽出特性を把握するために

抽出した単木の樹高データからヒストグラム

を作成した(図 2)。ヒストグラムから現地調査

および目視判読によって抽出した木々の樹高

は 20m～25m の範囲に集中していた。一方

で目視判読によって抽出した木々は全体とし

て樹高の低い木々を抽出していたことがわか

った。分割した各領域内に木本数をそれぞれ

のデータで集計し、散布図を作成した(図 3)。

散布図では y = 0.5997x + 5.5739 の近似式が

得られ，相関係数 0.3216 が得られた。 

以上の結果により，現地調査および目視判読

による抽出結果の間には低い正の相関がある

と言えることから、今回行った目視判読によ

る単木抽出精度は低いことが分かった。その

原因として樹高の低い樹木の抽出漏れ，時間

的変遷に伴う樹木の成長による誤差が要因と

して考えられた。また，単木抽出作業をする

にあたり目視判読では約 12 時間掛かったこ

とから作業効率が良くないといえる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 おわりに 

 本研究における目的として炭素固定量およ

び材積量を把握するための手法の確立を目的

とした。その前段階として目視判読による単

木抽出を行ったが推定に十分な抽出精度は得

られなかった。今後の展望としては目視判読

とは異なる water-shed 法による自動抽出の

実施を検討している。 
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図 1：現地調査と目視判読による単木抽出結果 

△：目視判読 

○：現地調査 

 

図 2：現地調査と目視判読による単木抽出結果ヒストグラム比較 

図 3：現地調査と目視判読による木本数の散布図比較 
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